
籍

鍾̈
酵
時聰
い
一撼
野
蝿
誡
鍾

向
つ
た
が
Ｃ
班
だ
け
は
直
接
大
山
に
向

百
属
の
ザ
ツ
ク
が
重
い
。

部
落
に
つ
い
て

一
』
一
一
』
¨

潮
舞
一

同
体
入
場

¨
一

一
¨
一
一
「
出
衆
一
一

ゎ
“

試
に
臨
ん
だ
。
入
場
式
終
了
後

１１１
岳
部

一
二
十
八
■

（Ａ
Ｂ
班
）

ダ
騨轄
肇抑鶴
霧
一鶴
誇
動は］摯″轟
獅

山
岳
部
　
高
　
村
　
泰
　
雄

等
は
十
米
種
の
岩
峰
が
ニ
ヨ
ツ
キ
リ
と

尾
根
の
真
中
に
親
指
状
に
突
き
立
ち
、

そ
の
上
を
超
え
て
行
く
道
が
細
く
つ
い

て
居
た
り
、
尾
根
が
や
せ
て
両
側
が
切

り
立
ち
足
を
踏
み
は
ず
せ
ば
ヽ

一
気
に

落
ち
て
行
く
よ
う
な
所
も
あ
つ
た
、
大

体
際
で
昼
食
を
と
り
、
矢
筈
出

へ
の
登

り
を
行
く
と
、
ガ
ス
が
情
れ
、
し
ば
ら

く
の
間
だ
つ
た
が
ヽ
大
山
の
主
峰
方
面

が
見
え
た
。
最
後
の
甲
ケ
山
へ
の
登
り

は
、　
一
寸
し
た
岩
登
リ
ル
ー
■
で
落
石

を
気
に
し
な
が
ら
連
続
登
攀
だ
つ
た
。

甲
ケ
出
よ
り
の
下
り
は
、
全
く
の
直
降

で
木
の
幹
に
し
が
み
つ
い
た
り
、

前
に

つ
ん
の
め
つ
た
り
、
ま
る
で
ス
キ
ー
で

も
し
て
い
る
様
な
急
激
な
下
り
だ
つ
た

中
に
は
、
グ
リ
セ
ー
が
の
よ
う
に
木
を

も
つ
て
、
落
葉
の
上
を
滑
つ
て
行
く
人

も
居
た
位
だ

っ
た
。
か
く
し
て
甲
川

へ

下
り
、
大
山
の
据
野
を
廻
つ
て
、

博
労

座
に
帰
着
、
国
体
登
山
を
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
た
。

≡
九
■
．な
喜

・

博
労
座
よ
り
夏
路
登
山
道
を
経
て
頂
上

へ
登

る
。
昼
食

を
す
ま

せ
て
縦

走
路

を
行

く
。
こ

の
道
の

険
悪
な
事

は
類

を
見

な
い

だ
ろ
う
。

砂
の
上

に
乗
つ

て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
に
足
を
の
せ
る

と
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
縦
走
路

を
経
て
宝
珠
尾
根
に
下
り
、
中
宝
珠
あ

た
り
の
鞍
部
か
ら

万
谷

へ
と

一
気
に
下

っ
て
し
ま
い
博
労
座

へ
帰
り
解
散
し
た

三
十
日

（
Ｃ
班
）
第

二
日
目
の
行
程
は

庫申訳
鮮“ｒ”
断
辟な一

ぽ
衛
酢
糞
鍮
堅

お
話
を
聴
き
に
行
き
ヽ
ぼ
く
ら
は
大
変

一

良
い
刺
戦
を
受
け
て
ヽ
我
々
の
モ
ツ
ト

一

１
と
し
て
行
き
た
い
と
思
つ
た
。

三
十

一
日

（
Ｃ
班
）
い
よ
い
よ
同
体
も

今
日
で
幕
を
開
ぢ
る
事
に
な
つ
た
一
大

山
寺
部
落
か
ら
バ
ス
で
米
子

へ
向
う
。

二
日
間
の
出
行
を
各
自
思
い
思
い
に
脳

裏
に
し
ま
い
な
が
ら
…
…
米
子
市
に
着

く
や
米
子
市
民
の
心
か
ら
な
る
歓
迎
を

受
け
た
。
米
子
の

一
小
学
校
で
閉
会
式

び
行
わ
れ
、
第
六
回
国
民
体
育
大
会
登

・

山
部
門
の
幕
を
無
事
閉
ぢ
る
事
と
な
つ

一

ら
、
ジ
グ
ザ
グ
に
つ
め
て
、
夏
道
六
合

目
と
出
合
う
。
キ
ヤ
ラ
木
帯
を
抜
け
て

頭
上
に
着
く
と
確
壁
側
が
大
き
く
が
し

て
居
る
の
が
目
の
下
に
見
え
る
。
こ
こ

か
ら
尾
根
を
縦
走
し
て
、

ユ
ー
ト
ピ
ア

ヘ
、
霊
珠
尾
根
を
下
つ
て
、
博
労
座
に

面

。
．

（
Ｃ
班
）
朝̈
九
時
ご
ろ
米
子
に
着
き
、

バ
ス
に
乗
車
し
て
大
出
寺
部
落

へ
と
車

は
進
ん
だ
「
午
後
入

―
・
ｌｊ
式
が
あ
つ
て
、

団
体
第

一
日
の
行
事
は

一
応
終
つ
た
。

二
十
九
日

（Ａ
Ｂ
班
）
昨
日
下
つ
た
宝

珠
尾
根
を
下
か
ら
取
つ
附

き
ユ
ー
ト
ピ

ア
に
至
る
。
甲
ケ
山

へ
の
縦
走
を
初
め

細
い
尾
根
筋
を
ど
ん
ど
ん
飛
ば
し
て
歩

い
た
。
こ
の
尾
根
通
し
に
は
時
た
面
白

い
部
分
が
あ
り
、
中
で
も
規
指
ビ
ー
ク


